
 

 

 

 
情けは人の為ならず 

                                                   
 校長 宍戸 貴久  

 

前号では、安全な学校づくりに関して、保護者の皆様や地域の皆様にいくつかお願いをさ

せていただきましたが、御理解御協力をいただきましてありがとうございます。引き続きよ

ろしくお願いいたします。 

 

さて、今号は、自分について少し語ってみたいと思います。今号の題名にした「情けは人

の為ならず」ということわざ、「人に親切にすると巡り巡って自分のためにもなる」という

のが本来の意味ですが、「情けをかけることはその人のためにならない」と誤って解釈され

ていることも多いようです。本来の意味を強調させるために「情けは人の為ならず、巡り巡

って己が為」と続きを表現することもあります。私の好きな言葉の一つであると同時に、「本

当にその通りだなあ」と実感を伴う言葉でもあり、人と接する際には常に心がけるようにし

ています。ただし、「人に親切にする」ということについて、私は「人を大切にする」「相手

のことを思う」と置き換えて考えています。具体的な行動として心がけていることは、①相

手の立場になって（逆の立場になって）考える ②相手を責めない（相手を許す） ③人の

良いところに目を向ける ④感謝の気持ちを言葉で伝える ⑤常に機嫌よくいる などで

す。自分がされて嬉しいことを相手にもする、自分がされて嫌なことは相手にもしないとも

言えるかもしれません。 

 

これまで、「情けは人の為ならず」を信条の一つにし、多くの人と協力しながら、その時

その時ベストを尽くすよう仕事をしてきました。４月から校長という新しい立場での挑戦が

始まりましたが、与野南小の子ども、保護者の皆様、地域の皆様、職員はもちろん、これま

で一緒に仕事をさせていただいた多くの人（昔の仲間）がたくさんの力を貸してくださり、

無事今年度の折り返し地点を迎えることができています。「情けは人の為ならず」とは「本

当にその通りだなあ」と改めて実感しているところです。 

 

人は、人と関わり合いながら生きています。「情けは人の為ならず」…相手のことを思い

ながら生きていきたいものです。 

 

与 野 南 小 だより １０月号 令和８年９月３０日発行 第６号 

   

さいたま市立与野南小学校  【児童数】 計３８８名 

電話 ８３１－０１５７  


